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きい。図１が示しているように、2011 年、各セクターに対する R＆D 投資を見てみると、
アメリカが自動車産業に対する投資は、総投資額の７％を占める。日本とヨーロッパが自













3図２ メイン地域で各セクターの R＆D投資シェア 2011






















図３は、2001 年から 2012 年まで、地域別に乗用車3（passenger car）の生産量を比
較するものである。
図 3 世界乗用車生産量の国際比較 2001－2012


















表１ 2012 年地域別新車登録数 単位：千台
中国 日本 アメリカ ヨ ー ロ ッ
パ
乗用車 13,239 4,572 14,440 16,257
商用車 6,065 797 346 2,316
出典：ACEA4, VDA5 - 2013 のデータに基づき、筆者作成
4 Association des Constructeurs Européens d'Automobiles：ヨーロッパ自動車協会
5 Verband der Automobilindustrie,ドイツ自動車産業を代表するグループ
6表 2 2012 年地域別新車登録の割合
中国 日本 アメリカ ヨ ー ロ ッ
パ
乗用車 19.2% 6.6% 20.9% 23.5%
商用車 46.6% 6.1% 2.7% 17.8%


























































（Bayerische Motoren Werke AG）などが挙げられる。日本車は、トヨタ自動車、日産自
動車、本田技研工業等が代表的な企業である。アメリカ車は、ゼネラルモーターズ





















的なテータで説明する。2010 年から 2013 年まで国別で自動車の販売台数をみてみると。
表３と表４は、各国自動車企業の販売台数と占める割合を示すものである。




2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
ドイツ車 197.49 万 238.47 万 285.74 万 246.23 万
日本車 268.84 万 280.40 万 254.20 万 169.03 万
ア メ リ カ
車
141.21 万 159.17 万 181.20 万 154.93 万
出典：中国自動車工業協会の統計資料に基づき筆者作成
表４ 中国で２０１０－２０１３（１－１０月）各国自動車企業車市場シェア
2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
ドイツ車 14.36% 16.5% 18.4% 25.37%
日本車 19.54% 19.4% 16.4% 17.42%
ア メ リ カ
車


















































































第 1 期は、1953 年の創生期から 1978 年の改革開放前までを指す。自動車業界発展
の基礎が築かれた時期であり、長春第一汽車の創立が、この時期における代表的な出来
事である。第一汽車は 1953 年に設立され、1956 年、第一号の生産車となる「解放」が
製造された。
















































































中国市場における、2001 年から 2013 年までのセグメント別販売量推移の状況をは以
下の表７、表８に示した通りである。
表 7 2002 年～2008 年セグメント別で販売量の推移






124 205 232 292 384 473 505
MPV 6 9 12 15 20 26 20
SUV 9 17 19 24 29 45 45





89.2 88.7 88.2 88.2 88.7 86.9 88.6
MPV 4.3 3.9 4.6 4.5 4.6 4.8 3.5
SUV 6.5 7.4 7.2 7.3 6.7 8.3 7.9
合計 100 100 100 100 100 100 100
出典：中国自動車工業協会の統計に基づいて、筆者が作成したもの。











747 955 1012 1074
MPV 25 44 50 49
SUV 66 133 159 200






89.1 84.3 82.9 81.2
MPV 3.0 4.0 4.1 3.7
SUV 7.9 11.7 13 15.1





みる。表９は、2013 年 1-10 月地域別乗用車販売量を示すものである。





















続いて中国における乗用車販売台数を排気量別でみると、2005 年から 2010 年まで、1.6
リットル以下の乗用車の販売比率は、５２％、５４％、５２％、５６％、７０％、６
９％というような推移となっている。排気量 1.6 リットル以下の販売が主となっている
ことが分かる。排気量 1.6 リットル以下の販売台数は特に 2008 年から 2009 年にかけて
増加し、2009 年、2010 年には乗用車販売台数全体の約 70％を占める規模となっている16。


















れの車種に対する評価などをチェックする。2013 年の調査は、67 の都市での 6, 809 人を対象に
して、11 個のマーケット・セグメント、177 種車種をカーバしていた。
18 中国で、一人当たりの GDP によって、一類、二類、三類、四類都市と分類されている。
18


















































政治事件、たとえば 2005 年、2012 年に起きた反日デモで、日本の自動車企業に悪影
響を与え、ドイツ自動車企業に良い影響を与えたが、これは、あくまでも一時的な現象
だと、本論文で主張する。なぜなら、反日デモが起きた年の翌年、販売量がほぼ回復し








































































計画」（2012 年～2020 年）が挙げられる。これによると、(1)2015 年までに EV 車と PHV






















































































有限公司で、中外出資比率は 50% ： 50 ％である。 2000 年 6 月に設立し、土地面積
は 161 万㎡で、当面の生産能力は年間 22 万台で、会社の主要な製品は“ヴィオス”
（ VIOS ）、“カローラ”（ COROLLA ）、“クラウン”（ CROWN ）、“レイツ”（ REIZ ）、






















































１位 アコード ８９５５０３ ４６．３
２位 シティ ３８０５１８ １９．６７























１位 ティアナ ６３７３８７ １８．２８
２位 ティーダ ６１２８２１ １７．５７









位を占めていた。また BMW は、2001 年 12 月、中国の華晨汽車と合弁会社の設立を合意







現在、コンパクト SUV「X1」を中国で組み立てており、2017 年から中国で 1シリーズセ
ダンを生産すると予想される。ダイムラーは世界で「Aクラス」小型車の新世代を立ち




















していたが、２００１年以降、一汽 VWは「ボラ」「ゴルフ」、上海 VW は「ポロ」など、
一般市民向けの新モデルを投入した。これらの投入によって、２００３年までこの二社
は、急速に成長した。２００４年には、競争激化のため、二社とも減産した。たが、フ


















































































































































































1991)。これに対して、Hult et al.,（2005）と Ketchen et al., （2007）は、企業は
適切な戦略と行動を取る時に限って、経営資源は競争優位性になると主張した。さらに、











Hofer と Schendel(１９７８：１４５)が経営資源に関する定義が Wernerfelt、Barney
の定義とほぼ同じか、さらに全面的に詳細な分類がある。それは、財務資源、物的資源、
人的資源、組織資源、技術資源に分類される。




































































34 2014 年 1 月 10日時点のデータである。
35 英語でいう marketing capabilities という日本語訳は、ここで「マーケティング力」にす
40
１．マーケティングの定義





















































Nachiappan と Ramanathan, 2010; Song et al., 2007).















































































































































































































































































































































1867 年 慶応 3年 豊田佐吉 誕生
1936 年 昭和 11 年 トヨダ AA 型乗用車 発表
1955 年 昭和 30年 トヨペット・クラウン、トヨペット・マスター、クラウン・デラ
ックス発表
1957 年 昭和 32 年 国産乗用車 対米輸出第 1号（クラウン）
米国トヨタ自動車販売（株） 設立
1966 年 昭和 41 年 カローラ発表
1999 年 平成 11 年 国内生産累計 1億台達成
2000 年 平成 12 年 中国 四川トヨタ自動車（有）生産開始
2001 年 平成 13 年 フランス TMMF（Toyota Motor Manufacturing France S.A.S.）
生産開始
中国 天津トヨタ自動車（有）生産開始
2005 年 平成 17 年 LEXUS 全国で開業




2010 年 平成 22 年 プリウス販売累計 200 万台達成
テスラとトヨタ、電気自動車開発で提携
2011 年 平成 23 年 ハイブリッド車販売累計 300 万台突破
2012 年 平成 24 年 ハイブリッド車販売累計 400 万台突破41
（２）フォルクスワーゲン（VW）
フォルクスワーゲン（ドイツ語: Volkswagen AG ）は、ドイツのニーダーザクセン州 ヴ
ォルフスブルクに本社を置く、自動車メーカーである。1937 年 5 月 28 日 アドルフ・ヒ
トラーの意を受け、フェルディナント・ポルシェの開発した車を生産する目的でドイツ











出し、危機から脱出した。1973 年にアウディ 80 の車体と共通部品を使用した VW のパサ
ートが販売された。ビートルの後続モデルとして、1974 年にゴルフが市場に売り出され











表 18 中国における VW の主要生産基地と生産車種
工場の所在地 生産車種






成都（一汽 VW） 第三工場 ジェッタ
佛山（一汽 VW） 第四工場 せアト・イビザ






南京（上海 VW） 第四工場 サンタナビスタ







42 VW の新工場、2013 年に稼働開始。年産 30 万台。
56
2010 年 J．D．POWER による品質調査43では、全 11 セグメントのうち日本車は 7セグメン
トでトップを獲得した。同じくアフターサービス調査では、主要日系ブランドはいずれ
も平均値を上回ったばかりでなく、トップ３はいずれも日系ブランドであった。つまり




















を行っている。2003 年、2004 年、2005 年度の調査データを利用している。主要な自動
車メーカーのブランドを「詳しく知っている」あるいは「一通り知っている」と答えた
人のブランド・イメージのデータを分析の対象とした。




































記事 2 VW「50 万円車」の破壊力46 2012 年 10 月 31 日

















ラジルで 10 月 22 日に開幕した「サンパウロ・モーターショー」を視察
中の VW 研究開発担当のウルリッヒ・ハッケンベルク取締役らが、現地で
本誌記者などに明らかにした。同氏は、「中国では現地メーカーなどが









すでに 2009 年から動きを開始した。「ジェッタ」は日本勢を 1 万元程度下回る 7.58 万
元～で販売されており、2009 年の販売台数は 22.5 万台と好調である。また、VW のほか、
GM がシボレーブランドで販売する「スパーク」は韓国の大宇のエンジンを積んだ車種で
あるが、4.18 万元～という低価格を実現している。現代自動車の「エラントラ」はミド



















































同じく米 J.D.パワーが、2012 年２〜５月に 37 都市で、2010 年２月
〜2011 年５月に新車を購入した消費者を対象に、整備や修理など正規販売店のアフタ
ーサービスに関する顧客満足度を調べたところ、主要日系ブランドはいずれも平均値を
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